
平成２４年度第１回蒲郡市地域公共交通会議 議事録 
 
１ 日時  平成２５年３月２６日（火） 午前１０時～１０時５０分 
２ 場所  蒲郡市役所 ３０３会議室 
３ 出席者 委 員 愛知工科大学自動車短期大学自動車工業学科教授 橋本孝明 
      委 員 名城大学理工学部建設システム工学科教授    松本幸正 （欠席） 
      委 員 愛知運輸支局                 西尾和晴 （代理 城山浩）        

      委 員 愛知県交通対策課               柴山卓也 （代理 尾崎弘幸） 
      委 員 総代連合会会長                竹内勝榮 
      委 員 総代連合会副会長               壁谷博資 
      委 員 総代連合会副会長               壁谷權一朗 
      委 員 蒲郡市身体障害者福祉協会           原田ます子（欠席） 
      委 員 蒲郡市老人クラブ連合会            渡辺ヤエ子 
      委 員 蒲郡市社会福祉協議会             金原久雄 
      委 員 蒲郡市小中学校ＰＴＡ連絡協議会        吉本恵子 
      委 員 蒲郡商工会議所                村松敏夫 （欠席） 
      委 員 蒲郡市観光協会                市川行雄 
      委 員 名鉄バス東部株式会社             冨田尚之 
      委 員 豊鉄タクシー株式会社             清水康朗 （代理 上村正美） 
      委 員 株式会社かね一自動車             石田寛 
      委 員 公益社団法人愛知県バス協会          長﨑三千男（欠席） 
      委 員 愛知県タクシー協会              山田透  （欠席） 
      委 員 愛知県交通運輸産業労働組合協議会       長坂和俊 
      委 員 愛知県蒲郡警察署               坂田政利 
      委 員 東三河建設事務所               大嶽弘次 （欠席） 
      委 員 蒲郡市長                   稲葉正吉 
      委 員 蒲郡市総務部長                井澤勝明 
      委 員 蒲郡市企画部長                小林康一 
      委 員 蒲郡市市民福祉部長              鈴木富次 
      委 員 蒲郡市建設部長                安藤克佳 
      委 員 蒲郡市産業環境部長              市川保夫 
      事務局 蒲郡市安全安心課長              永井幸久 
          蒲郡市安全安心課長補佐            高橋信夫 
          蒲郡市安全安心課主査             小島弘明 
４ 傍聴人  ０人 
 



５ 議題 
(1) あいさつ 
(2) 蒲郡市地域公共交通会議について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料１】 
(3) 委員紹介及び役員の選出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料２】 
(4) 会議の進め方について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料１】 
６ 協議事項 

(1) 平成２５年度蒲郡市地域公共交通会議事業計画書（案）について・・・・・・・・・【資料３】 
(2) 平成２５年度蒲郡市地域公共交通会議予算書（案）について・・・・・・・・・・・【資料４】 
(3) 地域公共交通調査事業について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料５】 
７ その他 
 
８ 議事内容 

(1) 開会 
・ 出席委員が２１名であり、定足数に達しているため、蒲郡市地域公共交通会議設置要綱第７条第

２項の規定により会議が成立すること、本日の会議が公開となっていることが事務局より報告され

た。 
 (2) 議題 
  ア あいさつ 
  ・ 蒲郡市長、稲葉正吉より蒲郡市の将来のまちづくりに関する第４次蒲郡市総合計画にて、子ども

やお年寄りの皆様が安心して移動できる公共交通体系の確立、そしてまた持続性の高い、公共交通

の形成を目的に掲げているところである。現在の蒲郡市の公共交通では、広域路線バスの西浦豊橋

線が３月末で廃止され、名鉄西尾蒲郡線についても蒲郡市、西尾市、愛知県の３者で補助金を出し

て存続しているということで、大変いろいろ問題を抱えているところである。地域の公共交通が衰

退すると、地域の活性化もなくなっていくのではないかというところを一番心配している。地域交

通が地域の活性化への１歩だと思っているとの挨拶があった。 
  イ 蒲郡市地域公共交通会議について 
  ・ 事務局より、資料 1を用いて説明が行われた。 
  ・ 事務局、財務に関する規定については、蒲郡市地域公共交通会議事務局規定、蒲郡市地域公共交

通会議財務規定を定めて実施していくことが報告された。 
  〔質疑〕 
  ・なし 
  ウ 委員紹介及び役員の選出 
  ・ 事務局により委員の紹介が行われた。 
  ・ 蒲郡市公共交通会議設置要綱により、蒲郡市長が会長に就任した。 
  ・ 会長より役員については、年度末であり今回限りの委員の方もいるため、次年度の第１回の会議

により指名することに決定され、本日の議事については事務局で進行することを指定された。 



  エ 会議の進め方について 
  ・ 事務局より、資料 1を用いて説明が行われた。 
  ・ 事務局より、会議の議事録は要点筆記とし、公開を前提とするが、発言者が特定されないように

議事録には匿名で記載することが提案された。 
 〔質疑〕 
  ・ なし 
  ・ 事務局より本日の議事録署名人として２名の委員が指名された。 
 (3) 協議事項 
  ア 平成２５年度蒲郡市地域公共交通会議事業計画書（案）について 
  ・ 事務局より、資料３に基づいて平成２５年度に実施する事項について説明が行われ、全会一致で

可決された。 
  〔質疑〕 
  ・ なし 
  イ 平成２５年度蒲郡市地域公共交通会議予算（案）について 
  ・ 事務局より、平成２５年度蒲郡市地域公共交通会議予算（案）について、資料４に基づいて説明

が行われ、全会一致で可決された。 
  〔質疑〕 
  ・ なし 
  ウ 地域公共交通調査事業について 
  ・ 事務局より、地域公共交通調査事業について、資料５に基づいて説明が行われ、全会一致で可決

された。 
  ・ 調査事業については、コンサルに委託して実施し、契約事務等については事務局長の専決で進め

ていくこと、４月に補助金の申請があるが、申請については事務局で進めていくことが報告された。 
  〔質 疑〕 
  （委 員） 
  ・ 調査内容について、バス利用実態調査の実施、アンケートの実施等いろいろあるが、具体的にも

う少し分かりやすく、どのように考えているのかお聞きしたい。 
  （事務局） 
  ・ 調査事業の設計については、これからコンサルを募集していくが、プロポーザルでの募集を考え

ている。調査内容については、今までこういった計画等をやってきたコンサルにお願いしたいと考

えており、プロポーザルにて選定していきたい。そのため、具体的な内容はこの場ではお答えでき

ない。今後、コンサルのプロポーザルでの意見を踏まえて、調査内容を検討しながらコンサルを選

定していきたいと考えている。 
（委 員） 
・ 全部お任せということか。 
（事務局） 



・ 事務局としても考えるが、コンサルの方からどういった提案がされるのかということもあるので、

そういったところを協議し検討しながらコンサルを選定する決め手の一つとなってくる。 
（委 員） 
・ 今の段階では決まっていないということか。 
（事務局） 
・ 今の段階では決まっていない。 
（委 員） 
・ 市民アンケート調査というところでは、具体的に地元の声が聞けるようなアンケート調査にして

いただきたい。 
（事務局） 
・ アンケートの内容につきましては検討させていただく。 
 
（委 員） 
・ この会議での結果を市民に対してどのような形で広報するのか。また、もしコミュニティバスを

走らせることになった場合、既存の公共交通機関と競争させお互いのサービス向上に繋がるのでは

ないかと期待している。地元では既にコミュニティバスの検討委員会を立ち上げており、総代会、

市議会議員、学識経験者として公民館長、民生委員の会長、小中学校のＰＴＡの会長などに入って

もらい意見交換を行っており、地元なりに推進を図っている最中である。地域懇談会でもコミュニ

ティバスが記載されており、市民の皆様はそれなりに期待されていると思うので、前向きに判断、

検討をお願いしたい。 
（事務局） 
・ 会議の広報については、会議録を資料と合わせて会議録がまとまった時点でホームページで公開

していきたい。広報誌の方でも紙面が確保出来れば結果報告等もしていきたいと思っている。地域

のコミバスの検討委員会については、事務局でも承知している。そこでの意見等もこちらの会議で

反映していければという思いである。 
 (3) その他 
  （委 員） 
  ・ 事務当局の方で大分おまかせということを非常に強く感じている。市長の選挙の公約の一つに、

蒲郡市の交通体系を考える中で今までは東西線、２３号線を中心にして、あと一部あればというこ

とであったが、先程地域のコミバスの検討委員会の話もあったが、今度は南と北、それをどのよう

に兼ね合わせて、今後地域にどのような影響あり、どのようになるのか、青写真があればお伺いし

たい。 
 （市 長） 
 ・  自身が考えている公共交通として、蒲郡市は東西に長く、他の市町村に比べて細長く、横のライ

ンについては公共交通、鉄道があるという特色がある。加えて、縦軸をどのように結ぶか、単純な

縦軸でなく横の鉄道のラインの周りを取り巻くような足が確保できると、子どもや高齢者の方の足



の確保に繋がるのではないかと思っている。しかし、一番問題なのは、いろいろな地域でバスを走

らせたけれども空気しか運んでいない、バスを走らせることにしたけれども、乗る人、利用する人

が少ないという話を聞いているため、走らせるのであれば、効果的な方法、路線を皆様方の意見を

いただきながら、身のある形にしていければと思っている。ただ、名鉄西尾蒲郡線は現状１時間に

２本、バス路線も西浦豊橋線のこともあり、西浦形原方面についても、横のラインがあるけれども、

もう少し充実した、１つ補助的な足が確保できればいいのではないかという思いはある。また、皆

様方の意見をいただいて、いい形にもっていきたいと思っている。 
 
  ・ 事務局より、次回の会議の開催について連絡を行い会議は終了した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



以上、議事の正確を証するため署名押印する。 
 
 

蒲郡市地域公共交通会議委員                        ○印      
 
 
 

蒲郡市地域公共交通会議委員                        ○印      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


